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は
じ
め
に

「
倭
寇
図
巻
」
の
研
究
は
、
二
〇
一
一
年
の
馬
雅
貞
氏
の
研
究
発
表
に
よ
っ
て
大
き

く
進
展
す
る
契
機
を
得
た
。
彼
女
が
提
起
し
た
の
は
戦
勲
図
と
い
う
コ
ン
テ
ク
ス
ト

で
、
そ
の
中
で
「
倭
寇
図
巻
」（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
）、「
抗
倭
図
巻
」（
北
京
・

国
家
博
物
館
）
の
両
図
巻
が
位
置
付
け
ら
れ
た
。
何
よ
り
大
き
か
っ
た
の
は
、
清
時

代
中
期
の
文
人
、張
鑑
が
記
し
た
明
・
文
徰
明（
一
四
七
〇
～
一
五
五
九
）（
款
）「
胡

梅
林
平
倭
図
巻
」に
関
す
る
記
述（『
冬
青
館
集
』甲
集
巻
四「
文
徰
明
画
平
倭
図
記
」）

の
存
在
を
指
摘
し
て
、
二
図
巻
の
さ
ら
な
る
読
解
の
道
を
開
い
た
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
二
図
巻
に
関
す
る
議
論
は
、
そ
の
制
作
年
代
に
つ
い
て
最
終
的
な
結
論
を
出

さ
な
い
ま
ま
に
進
ん
で
来
た
。
以
前
か
ら
日
本
側
で
は
明
末
に
制
作
さ
れ
た
模
本
で

は
な
い
か
と
言
わ
れ
て
き
た
。
馬
氏
も
日
本
の
研
究
成
果
を
受
け
て
そ
の
制
作
年
代

を
明
末
と
し
て
お
り
、
日
本
・
台
湾
の
明
末
説
に
対
し
て
、
中
国
側
で
は
そ
れ
よ
り

前
、
ほ
ぼ
同
時
代
の
記
録
画
で
は
な
い
か
と
い
う
指
摘
が
な
さ
れ
、
解
釈
が
加
え
ら

れ
て
き
た
た
め
、
現
在
も
平
行
線
の
ま
ま
で
あ
る
。
画
風
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
部

分
的
な
分
析
に
止
ま
っ
て
い
た
が
、
絵
画
表
現
に
立
ち
戻
っ
て
そ
れ
が
何
を
語
っ
て

い
る
の
か
、
表
現
様
式
的
に
は
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
べ
き
か
、
と
い
う
問
い
を
改
め

て
設
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
結
果
如
何
に
よ
っ
て
は
、
導
き
出
す
べ
き
解
釈
に

か
な
り
大
き
な
違
い
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
の
だ
。

　

明
末
説
で
は
画
風
を
説
明
す
る
際
に
「
蘇
州
片
」
と
い
う
言
葉
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と

し
て
使
用
し
て
い
る
。
但
し
、『
新
潮
世
界
美
術
辞
典
』（
新
潮
社
、
一
九
八
五
年
）

な
ど
を
引
い
て
も
出
て
お
ら
ず
、
こ
の
言
葉
は
一
般
的
に
は
馴
染
み
が
な
い
。
今
日
、

学
界
で
も
「
蘇
州
片
」
が
一
体
ど
う
い
う
範
囲
を
示
し
て
い
る
の
か
、
実
は
曖
昧
な

ま
ま
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
ど
の
よ
う
な
言
及
が
あ
る
の
か
、
ど
う
い
う
研
究
状

況
に
あ
る
の
か
、
を
再
確
認
す
る
こ
と
か
ら
始
め
た
い
。
昨
年
（
二
〇
一
三
年
）、

大
倉
集
古
館
で
「
描
か
れ
た
都
―
開
封
・
杭
州
・
京
都
・
江
戸
」
と
い
う
展
覧
会
を

企
画
・
監
修
、
最
も
多
く
の
「
蘇
州
片
」
が
確
認
さ
れ
る
「
清
明
上
河
図
」
に
注
目

し
、出
陳
し
た
三
点
の「
清
明
上
河
図
巻
」を
具
に
比
較
す
る
機
会
を
得
た
。そ
の
際
、

蘇
州
片
を
め
ぐ
っ
て
一
つ
の
事
例
に
お
け
る
図
様
の
変
化
・
図
様
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
確
認
、
新
た
な
知
見
も
得
た
。

　

こ
こ
で
は
、
そ
の
成
果
の
一
部
を
紹
介
し
つ
つ
、「
倭
寇
図
巻
」「
抗
倭
図
巻
」
二

作
品
に
認
め
ら
れ
る
表
現
の
差
異
が
何
に
起
因
す
る
の
か
、
そ
れ
が
絵
画
史
的
に
は

ど
の
よ
う
に
解
釈
で
き
る
の
か
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
加
え
て
み
た
い
と
思
う
。

１
、
蘇
州
片
と
は
何
だ
っ
た
の
か

　

も
と
も
と
「
蘇
州
片
」
と
い
う
言
葉
は
中
国
の
骨
董
商
の
間
で
し
ば
し
ば
用
い
ら

れ
て
き
た
。
そ
れ
自
体
は
細
緻
な
筆
に
よ
る
濃
彩
の
工
筆
画
で
、
比
較
的
わ
か
り
や

す
い
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
、
山
容
に
用
い
ら
れ
た
異
様
な
ま
で
に
鮮
や
か
な
青
緑

が
印
象
的
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
制
作
工
房
は
蘇
州
で
も
専
諸
巷
や
桃
花
塢
に
集
中
し

て
い
た
と
さ
れ
る
。

　

古
い
文
献
と
し
て
、
清
・
沈
徳
符
（
一
五
七
八
～
一
六
四
二
）『
万
暦
野
獲
編
』

巻
二
六
「
玩
具
」
の
「
偽
骨
董
」
と
い
う
記
事
の
冒
頭
部
分
は
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

（
１
）

（
２
）

（
３
）

（
４
）

（
５
）

蘇
州
片
と
「
倭
寇
図
巻
」「
抗
倭
図
巻
」

板　
　

倉　
　

聖　
　

哲

©2015 Historiographical Institute(Shiryo Hensan-jo)The University of Tokyo



東京大学史料編纂所研究紀要　第25号　2015年３月　（　 ）118

骨
董
自
来
多
贋
。
而
呉
中
尤
甚
。
文
士
皆
以
餬
口
。
近
日
前
輩
、
修
潔
莫
如
張

伯
起
。
然
亦
不
免
向
此
中
生
活
。
至
王
伯
穀
則
全
以
此
作
計
然
策
矣
。（
後
略
）

（
古
く
か
ら
骨
董
に
は
贋
作
が
つ
き
も
の
だ
が
、
中
で
も
蘇
州
が
最
も
甚
だ
し

い
。
文
人
た
ち
は
そ
れ
で
糊
口
を
凌
い
で
い
る
。
最
近
の
人
で
は
張
鳳
翼
、
こ

の
人
は
大
変
清
廉
な
人
な
の
だ
け
れ
ど
も
、
そ
の
人
で
さ
え
生
活
の
た
め
に
は

実
際
に
は
手
を
染
め
て
い
る
。
王
穉
登
に
至
っ
て
は
ひ
ど
い
も
の
だ
。）

　

こ
こ
に
出
て
く
る
張
鳳
翼
（
一
五
二
七
～
一
六
一
三
）・
王
穉
登
（
一
五
三
五
～

一
六
一
二
）
は
、
明
末
の
蘇
州
文
苑
の
大
立
者
で
、
著
名
な
文
人
書
家
、
か
つ
収
蔵

家
で
も
あ
っ
た
。
文
徰
明
画
に
後
跋
を
寄
せ
る
等
、
し
ば
し
ば
古
書
画
の
跋
も
揮
毫

し
て
い
る
。
彼
ら
が
偽
物
づ
く
り
に
加
担
し
て
い
た
こ
と
を
知
ら
し
め
て
い
る
の
で

あ
る
。『
万
暦
野
獲
編
』
と
い
う
書
物
は
噂
を
あ
え
て
検
証
せ
ず
に
掲
載
す
る
方
針

を
採
っ
て
お
り
、
記
さ
れ
た
内
容
自
体
、
百
パ
ー
セ
ン
ト
信
頼
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
但
し
、
例
え
ば
、
文
徰
明
を
め
ぐ
っ
て
は
息
子
の
文
嘉
、
甥
の
文
伯
仁
（
一
五

〇
二
～
一
五
七
五
）、
弟
子
の
朱
朗
、
銭
穀
（
一
五
〇
八
～
一
五
七
二
）、
居
節
ら
が

代
筆
を
行
っ
て
お
り
、
当
の
王
穉
登
が
『
呉
郡
丹
青
志
』
文
待
詔
先
生
の
条
で
文
徰

明
画
の
臨
摸
本
が
盛
ん
に
制
作
さ
れ
た
こ
と
に
触
れ
、
明
・
王
世
貞
（
一
五
二
六
～

一
五
九
〇
）
の
「
文
先
生
伝
」（『
弇
州
山
人
四
部
稿
』
巻
八
三
）
で
は
、
贋
作
の
横

行
の
お
か
げ
で
呉
の
周
辺
の
人
々
が
四
〇
年
以
上
も
潤
っ
た
こ
と
、
挙
句
に
明
・
馮

時
可
「
文
待
詔
徰
明
小
伝
」（『
馮
元
成
集
』
巻
五
〇
）
で
は
、
本
人
で
さ
え
自
ら
贋

作
に
署
名
を
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
当
時
蘇
州
で
は
、
文
人
た
ち

も
含
め
て
模
本
・
贋
作
を
制
作
し
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
そ
の
他
に
、
明
末

の
文
人
書
画
家
か
つ
収
蔵
家
の
李
日
華（
一
五
六
五
～
一
六
三
五
）の
文
章
に
も「
清

明
上
河
図
」
に
つ
い
て
蘇
州
で
贋
作
が
多
く
造
ら
れ
て
い
た
と
い
う
記
載
が
あ
る
の

で
、
明
ら
か
に
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

　

近
代
に
な
っ
て
か
ら
美
術
史
学
界
に
お
い
て
も
研
究
者
が
「
蘇
州
片
」
を
採
り
上

げ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
北
京
故
宮
博
物
院
の
楊
新
氏
が
、
明
代
蘇
州
を
中
心
に
活
躍

し
、
実
際
に
贋
作
を
作
っ
た
可
能
性
の
あ
る
人
々
と
し
て
、
詹
仲
和
（
僖
）・
王
淶
・

朱
朗
・
王
彪
・
袁
孔
彰
・
呉
応
卿
・
文
葆
光
・
朱
生
・
李
著
ら
を
列
挙
し
た
。但
し
、

こ
こ
に
は
様
々
な
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
詹
仲
和
は
呉
鎮
（
一
二
八
〇

～
一
三
五
四
）
の
「
墨
竹
」
の
贋
作
を
作
っ
た
。
王
彪
は
「
清
明
上
河
図
」
の
贋
作

を
作
り
、
厳
嵩
（
一
四
八
〇
～
一
五
六
八
）
と
も
関
わ
り
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
呉

応
卿
は
祝
允
明
（
一
四
六
一
～
一
五
二
七
）
書
の
贋
作
を
制
作
し
た
と
い
っ
た
具
合

に
、
書
蹟
や
文
人
画
か
ら
職
業
画
家
の
も
の
ま
で
様
々
な
画
風
を
含
ん
だ
絵
画
の
贋

作
が
盛
ん
に
作
ら
れ
た
こ
と
を
、
現
存
・
作
品
文
献
か
ら
推
定
し
た
。

　

明
時
代
、
蘇
州
と
い
う
場
所
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
浙
派
と
呉
派
と
い
う
対
比
の

中
で
呉
派
文
人
書
画
の
メ
ッ
カ
で
あ
っ
た
。
そ
の
祖
は
沈
周
（
一
四
二
七
～
一
五
〇

九
）、
領
袖
が
文
徰
明
と
さ
れ
て
い
る
。
同
時
に
、
蘇
州
は
当
時
よ
り
現
在
に
至
る

ま
で
絹
織
物
の
生
産
に
お
い
て
は
中
国
を
代
表
す
る
場
で
あ
り
、
又
、
清
朝
に
は
宮

廷
の
工
芸
品
を
作
る
場
所
が
置
か
れ
た
と
い
う
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
細
緻
な
工
芸
品

制
作
の
伝
統
を
持
ち
、
さ
ら
に
「
蘇
州
版
画
」
と
総
称
さ
れ
る
版
画
の
メ
ッ
カ
で
も

あ
っ
た
。
そ
の
上
で
、「
蘇
州
片
」、
つ
ま
り
、
贋
作
の
メ
ッ
カ
で
あ
っ
た
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
清
・
顧
炎
武
（
一
六
一
三
～
一
六
八
二
）『
肇
城
志
』
に
は
「
蘇
州
人

は
聡
明
で
古
を
好
み
、
古
法
に
倣
っ
て
制
作
を
よ
く
し
た
。
書
画
の
臨
摸
、
鼎
彛
（
青

銅
器
）
の
鋳
造
で
は
真
贋
の
見
分
け
が
つ
か
な
い
程
、
見
事
な
も
の
で
あ
っ
た
」
と

あ
る
。

　
「
蘇
州
片
」
を
贋
作
と
断
罪
し
て
き
た
が
、
贋
作
と
い
う
側
面
の
み
で
は
な
い
こ

と
も
確
か
で
あ
る
。
台
北
故
宮
博
物
院
に
多
数
の
「
蘇
州
片
」
が
あ
る
こ
と
は
あ
ま

り
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
実
際
に
は
数
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
清
朝
内
府
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
（
後
の
故
宮
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
を
収
集
し
て
い
く
中
で
、
清
朝
前
期
の
段
階

で
既
に
多
く
の
「
蘇
州
片
」
が
混
じ
っ
て
い
っ
た
の
だ
。
例
え
ば
、
康
熙
帝
（
在
位

（
６
）
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一
六
六
一
～
一
七
二
二
）
に
目
を
掛
け
ら
れ
収
集
に
携
わ
っ
た
高
士
奇
（
一
六
四
五

～
一
七
〇
四
）
は
、『
江
村
書
画
目
』
に
お
け
る
真
贋
の
記
載
か
ら
し
て
、
真
贋
を

的
確
に
理
解
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、
乾
隆
帝
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
目
録
で
あ
る

『
秘
殿
珠
林
』『
石
渠
宝
笈
』
の
記
述
か
ら
し
て
真
作
と
し
て
収
蔵
さ
れ
た
と
す
べ

き
で
あ
ろ
う
。「
蘇
州
片
」
の
多
く
は
当
時
有
名
で
あ
っ
た
古
画
の
忠
実
な
模
本
が

数
多
く
、
入
手
可
能
な
名
画
と
い
う
側
面
も
持
っ
て
お
り
、
複
製
画
と
し
て
そ
れ
な

り
の
機
能
を
果
た
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
し
か
も
、
そ
の
流
通
範
囲
は
中
国
の

み
な
ら
ず
東
ア
ジ
ア
全
体
に
及
ん
で
い
た
。
一
七
世
紀
に
は
日
本
の
大
名
家
の
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
に
入
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
一
見
し
て
「
蘇
州
片
」

と
わ
か
る
（
伝
）
元
・
趙
孟
頫
（
一
二
五
四
～
一
三
三
二
）「
百
馬
図
」（
愛
知
・
光

陽
寺
）
が
尾
張
徳
川
家
の
旧
蔵
品
と
し
て
現
存
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
、

日
本
人
が
元
時
代
の
著
名
な
文
人
の
真
作
だ
と
思
っ
て
「
蘇
州
片
」
を
見
て
い
た
こ

と
と
な
る
。
趙
孟
頫
画
の
真
作
が
伝
わ
っ
て
い
な
い
状
況
で
は
、「
浴
馬
図
」（
北
京

故
宮
博
物
院
）
の
よ
う
な
図
様
を
伝
え
る
こ
の
画
巻
も
、
日
本
に
お
い
て
欠
落
し
た

中
国
絵
画
史
を
補
う
も
の
と
し
て
機
能
し
得
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
自
体
、
鑑
定
知

識
の
不
足
で
贋
作
に
騙
さ
れ
た
と
言
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
で
き
る
が
、
そ
れ
な
り
の

形
・
そ
れ
な
り
の
色
・
そ
れ
な
り
の
情
報
と
い
う
も
の
を
「
蘇
州
片
」
を
通
し
て
見

る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
複
製
技
術
が
制
約
さ
れ
て
い
た
当
時
に

あ
っ
て
、
日
本
の
鑑
賞
者
た
ち
は
そ
れ
が
必
ず
し
も
真
作
で
な
い
こ
と
も
あ
る
程
度

自
覚
し
つ
つ
、
名
画
の
図
様
を
伝
え
る
も
の
と
し
て
理
解
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
し

た
が
っ
て
「
蘇
州
片
」
は
限
定
的
だ
と
し
て
も
名
画
の
複
製
と
し
て
の
機
能
を
果
た

し
た
は
ず
で
あ
る
。

２
、「
清
明
上
河
図
」
の
事
例
―
明
末
か
ら
清
中
期
ま
で
、
流
布
と
展
開

「
清
明
上
河
図
」
の
構
成

　

蘇
州
片
の
中
で
最
も
作
品
の
数
が
多
い
の
は
「
清
明
上
河
図
」
で
あ
る
。
そ
れ
自

体
、
様
々
な
異
同
が
あ
る
こ
と
は
部
分
的
な
比
較
に
よ
っ
て
も
知
ら
れ
る
が
、「
蘇

州
片
」
と
な
る
と
価
値
が
低
く
見
ら
れ
、
基
本
的
な
デ
ー
タ
を
揃
え
る
こ
と
さ
え
困

難
に
な
る
。
前
出
の
「
描
か
れ
た
都
」
展
で
は
三
本
の
蘇
州
片
「
清
明
上
河
図
」
を

出
陳
し
た
の
で
、
全
巻
に
亘
っ
て
詳
細
に
比
較
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
「
清
明
上
河
図
」
は
、
現
存
作
品
だ
け
で
八
〇
本
以
上
の
模
本
が
数
え
ら
れ
て
い

る
。
そ
の
大
半
が
北
京
故
宮
本
の
作
者
、
北
宋
・
張
択
端
の
作
品
の
模
本
で
あ
る
と

解
釈
さ
れ
て
い
る
が
、
具
に
比
べ
て
み
る
と
相
違
点
も
多
い
。
原
本
で
あ
る
北
京
故

宮
本
に
従
っ
て
、
明
清
の
模
本
に
共
通
す
る
基
本
的
な
構
成
を
見
て
い
こ
う
。
ま
ず

一
番
初
め
に
都
の
郊
外
の
表
現
が
あ
り
、
人
々
が
だ
ん
だ
ん
多
く
な
っ
て
き
て
、
都

の
市
街
地
に
近
づ
い
て
く
る
。
虹
橋
（
橋
脚
の
な
い
橋
）
の
場
面
が
一
つ
の
見
所
で
、

船
が
虹
橋
の
下
を
渡
る
と
い
う
「
事
件
」
が
そ
の
画
面
の
中
心
を
な
し
て
い
る
。
こ

の
中
心
場
面
は
諸
本
に
お
い
て
も
図
版
掲
載
が
最
も
多
い
。
北
京
故
宮
本
の
場
合
、

こ
の
場
面
が
実
は
物
理
的
に
も
丁
度
真
ん
中
に
位
置
し
て
い
る
。
巻
尾
部
分
が
失
わ

れ
た
な
ど
諸
説
が
あ
る
が
、
そ
う
し
た
理
由
か
ら
も
北
京
故
宮
本
の
基
本
的
な
構
成

は
も
と
か
ら
ほ
ぼ
現
状
通
り
で
間
違
い
な
か
ろ
う
。
次
い
で
、
鼓
楼
と
解
釈
さ
れ
て

い
る
（
後
に
楼
門
と
さ
れ
る
）
も
の
が
あ
っ
て
、
最
後
は
街
中
へ
と
い
う
構
成
で
あ

る
。

　

こ
の
よ
う
な
基
本
的
な
構
成
は
み
な
同
じ
だ
が
、
細
部
に
お
い
て
様
々
な
モ

テ
ィ
ー
フ
が
相
当
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
容
易
に
見
て
取
れ
る
。
明
清
の
模
本

群
は
同
時
代
の
時
世
粧
を
得
て
新
た
な
息
吹
を
吹
き
込
ま
れ
た
。
そ
れ
ら
の
内
、
異

常
な
ほ
ど
鮮
や
か
な
青
緑
が
印
象
的
な
「
蘇
州
片
」
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
各
々
の

画
巻
の
後
方
を
見
る
と
し
ば
し
ば
題
跋
が
付
属
し
て
い
る
が
、
前
出
の
王
穉
登
・
張

鳳
翼
ら
贋
作
づ
く
り
に
加
担
し
た
人
物
た
ち
の
跋
も
複
数
登
場
す
る
。
実
際
に
は
そ

れ
ら
の
跋
で
さ
え
ほ
と
ん
ど
が
贋
作
で
あ
り
、
贋
作
に
加
担
と
さ
れ
る
文
人
た
ち
の

跋
さ
え
本
物
ら
し
さ
を
演
出
す
る
た
め
の
小
道
具
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
７
）

（
８
）

（
９
）
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遼
寧
省
博
物
館
本
（
明
時
代
）

　

多
く
の
明
清
の
模
本
中
で
も
現
存
最
古
と
さ
れ
る
の
は
、明
代
の
職
業
画
家
、「
仇

英
」
落
款
の
あ
る
「
清
明
上
河
図
」（
遼
寧
省
博
物
館
）
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見

が
強
い
。
こ
の
図
巻
は
、
他
の
図
巻
に
比
べ
て
も
後
半
の
市
街
の
部
分
が
随
分
長
く

な
っ
て
い
る
。
そ
の
上
、
宮
廷
の
部
分
が
余
計
に
付
け
加
わ
っ
て
い
る
。
自
分
の
見

る
こ
と
が
で
き
な
い
憧
れ
の
場
所
（
宮
殿
部
分
）
と
自
分
の
居
場
所
（
市
街
部
分
）

が
長
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

巻
頭
部
分
、
ま
ず
目
に
飛
び
込
ん
で
来
る
の
は
、
山
々
に
お
け
る
青
・
緑
の
非
常

に
強
い
色
彩
感
で
あ
る
。
こ
れ
が
所
謂
「
蘇
州
片
」
の
典
型
的
な
特
徴
と
さ
れ
る
。

巻
を
進
め
る
と
、
街
中
に
近
づ
い
て
虹
橋
に
至
る
。
そ
れ
に
続
く
市
街
部
分
が
北
京

本
に
比
べ
て
遥
か
に
長
い
こ
と
が
一
見
し
て
わ
か
る
。
そ
し
て
宮
廷
場
面
へ
と
繋

が
っ
て
い
く
。
市
街
の
後
方
、
書
き
込
み
に
よ
っ
て
「
武
陵
臺
謝
」
が
確
認
で
き
る
。

明
時
代
の
大
変
有
名
な
妓
楼
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
明
時
代
の
江
南
地
方
の
時
世
粧
が

加
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

林
原
美
術
館
本
（
一
五
七
七
年
）

　

一
口
に
「
蘇
州
片
」
と
言
う
が
、
同
時
代
に
蘇
州
だ
け
で
は
な
く
別
の
場
所
で
も

同
じ
よ
う
な
も
の
が
作
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
示
す
作
品
が
日
本
に
あ
る
（
林

原
美
術
館
本
）。
万
暦
五
年
（
一
五
七
七
）
に
寧
波
の
画
家
で
あ
る
趙
浙
に
よ
っ
て

作
ら
れ
た
こ
と
が
巻
尾
下
方
に
あ
る
落
款
か
ら
知
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
寧
波
出
身
の

者
も
蘇
州
片
を
描
い
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
基
本
的
構
成
は
同
じ
で
、
特
に
遼
寧
省

博
物
館
本
と
非
常
に
近
い
構
成
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
作
品
は
流
通
と
い
う
点
で
も

う
一
つ
重
要
な
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
万
世
徳
（
？
～
一
六
〇
二
）
の
後
跋
（
一

五
九
九
年
）
か
ら
し
て
、
制
作
し
て
二
〇
年
後
に
は
既
に
北
京
に
あ
っ
た
こ
と
が
確

認
で
き
る
。
と
す
れ
ば
、
都
の
北
京
を
中
心
に
中
国
全
土
に
こ
れ
ら
の
作
品
が
流
布

し
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
し
か
も
、
非
常
に
速
い
ス
ピ
ー
ド
で
流
布
し
、
少
し

ず
つ
図
様
を
変
え
な
が
ら
展
開
し
て
い
っ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
う
し
た
現
象
は
他
の

主
題
で
も
起
こ
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
倭
寇
図
巻
」「
抗
倭
図
巻
」
は

二
点
し
か
現
存
し
な
い
が
、
両
者
の
関
係
を
復
元
的
に
考
え
る
上
で
、
こ
の
こ
と
は

非
常
に
参
考
に
な
る
の
で
あ
る
。

大
倉
集
古
館
本
（
明
末
）

　

加
藤
繁
氏
に
よ
っ
て
、
大
倉
集
古
館
所
蔵
の
「
仇
英
」
落
款
「
清
明
上
河
図
」
の

存
在
は
早
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
が
、巻
尾
に
宮
廷
場
面
は
見
当
た
ら
な
い
も
の
の
、

大
倉
集
古
館
本
も
遼
寧
省
博
物
館
本
・
林
原
美
術
館
本
と
基
本
的
に
同
じ
系
統
と
見

な
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
上
で
、
さ
ら
に
幾
つ
か
注
目
し
て
お
き
た
い
点
が
あ
る
。

　

大
倉
集
古
館
本
を
初
め
と
し
て
、
明
清
時
代
の
「
清
明
上
河
図
」
に
は
開
花
し
た

桃
樹
の
表
現
が
所
々
に
見
受
け
ら
れ
る
。「
清
明
上
河
図
」
は
も
と
も
と
北
宋
の
都

に
お
け
る
清
明
節
と
い
う
年
中
行
事
を
表
し
た
も
の
だ
が
、
繁
栄
し
た
都
市
の
平
和

で
豊
か
な
様
を
表
す
た
め
に
桃
源
境
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
引
っ
張
っ
て
き
た
の
で
あ

る
。
清
明
節
と
桃
の
開
花
時
期
は
季
節
的
に
も
合
っ
て
お
り
、
清
明
節
と
桃
源
、
二

つ
の
イ
メ
ー
ジ
の
重
な
り
合
わ
せ
の
意
図
は
明
確
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
大
倉
集
古

館
本
で
は
畑
に
さ
え
桃
色
の
花
々
が
咲
い
て
い
る
。
一
方
で
農
夫
が
鍬
で
畑
を
耕
し

て
お
り
、
こ
の
段
階
か
ら
桃
色
を
初
め
様
々
に
色
付
い
て
い
る
の
は
明
ら
か
に
矛
盾

し
て
い
る
（
図
１
）。
他
作
品
の
同
じ
部
分
を
見
る
と
耕
し
て
い
る
畑
は
緑
色
で
、

こ
れ
か
ら
生
え
て
く
る
苗
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
大
倉
集
古
館
本
の
み
が
非
常
に

ゴ
ー
ジ
ャ
ス
な
色
彩
に
よ
っ
て
彩
ら
れ
て
お
り
、
桃
源
境
的
な
側
面
を
強
調
し
た
も

の
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

明
清
の
「
清
明
上
河
図
」
で
は
武
陵
臺
謝
も
様
々
な
形
で
表
さ
れ
て
い
る
が
、
大

倉
集
古
館
本
で
は
周
囲
に
様
々
な
種
類
の
花
の
表
現
が
見
ら
れ
る
。
又
、
テ
ラ
ス
で

踊
っ
て
い
る
女
性
は
江
南
で
は
大
変
有
名
な
妓
女
、
武
陵
春
と
さ
れ
る
（
図
２
）。

細
部
に
注
目
す
る
こ
と
で
、
明
清
の
模
本
の
中
で
も
大
倉
集
古
館
本
は
桃
源
境
的
な

（
10
）

（
11
）
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側
面
を
強
調
し
た
興
味
深
い
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

た
。

東
京
国
立
博
物
館
本
（
明
末
）

　

そ
れ
に
対
し
て
、東
京
国
立
博
物
館
本
は
北
宋
・
張
択
端
の
偽
款
を
有
し
て
い
る
。

と
す
れ
ば
、
明
時
代
の
妓
楼
で
あ
る
武
陵
臺
謝
は
出
て
く
る
べ
き
で
は
な
い
。
武
陵

春
も
明
時
代
の
妓
女
だ
か
ら
不
都
合
で
あ
る
。
実
際
に
同
じ
位
置
に
あ
る
妓
楼
の
場

面
を
見
て
み
る
と
看
板
が
取
り
外
さ
れ
て
い
る
（
図
３
）。
つ
ま
り
、
こ
の
東
京
国

立
博
物
館
本
の
基
本
的
な
図
様
は
明
時
代
に
流
行
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
落
款
に
張

択
端
と
あ
る
た
め
、
こ
の
よ
う
な
変
更
が
加
え
ら
れ
た
と
解
釈
で
き
よ
う
。

　

他
の
部
分
、
例
え
ば
、
畑
の
場
面
も
全
く
異
な
っ
て
い
る
。
同
じ
時
代
に
作
ら
れ

て
い
な
が
ら
、
大
倉
集
古
館
本
で
は
桃
花
を
初
め
花
々
の
表
現
に
満
ち
て
い
る
が
、

東
京
国
立
博
物
館
本
で
は
あ
え
て
耕
作
の
臨
場
感
が
強
調
さ
れ
て
お
り
（
図
４
）、

そ
の
意
味
で
は
、こ
の
部
分
で
は
現
実
的
な
視
点
に
立
ち
戻
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

東
京
・
個
人
蔵
本
（
清
初
）

　

近
年
、新
た
に
見
出
さ
れ
、今
回
、初
公
開
さ
れ
た
の
が
東
京
・
個
人
蔵
本
で
あ
る
。

樹
木
の
表
現
や
一
部
の
人
物
の
服
装
か
ら
清
代
に
制
作
さ
れ
た
と
判
断
、
清
初
と
鑑

定
し
た
。
他
作
品
と
比
較
し
て
み
る
と
、
東
京
・
個
人
蔵
本
は
よ
り
鮮
や
か
な
色
彩

が
目
立
っ
て
い
る
。
彩
色
が
贅
沢
で
描
き
込
み
も
多
い
こ
と
か
ら
、
通
常
の
ヴ
ァ
ー

ジ
ョ
ン
よ
り
高
値
で
売
買
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
畑
の
部
分
は
お
花
畑

で
は
な
く
農
夫
が
耕
し
て
い
る
最
中
で
あ
る
。
但
し
、
細
か
い
部
分
は
よ
く
見
て
み

る
と
緑
色
が
見
え
な
い
、
苗
が
生
え
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
夫
々
の
違

い
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
作
品
に
は
、
余
計
な
も
の
が
加
わ
っ
て
い
る
。
宮
殿
場
面
に
入
る
前
、
中
央

で
高
級
官
僚
が
坐
し
、「
万
国
来
朝
図
」
の
よ
う
に
様
々
な
扮
装
を
し
た
人
物
た
ち

が
集
合
し
て
い
る
場
面
が
見
え
る
（
図
５
）。
束
ね
た
五
本
の
旗
を
立
て
る
の
は
皇

帝
・
国
家
の
象
徴
だ
か
ら
、
そ
こ
に
あ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
は
ず
が
な
い
。
そ
れ
は

意
味
を
離
れ
て
様
々
な
モ
テ
ィ
ー
フ
を
組
み
合
わ
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
意
味

し
て
い
よ
う
。
そ
れ
が
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
明
末
よ
り
遅
れ
清
朝
に
入
っ
て
か
ら

の
も
の
と
判
断
す
る
理
由
の
一
つ
で
あ
る
。
宮
廷
部
分
は
非
常
に
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
で
、

リ
ア
リ
テ
ィ
ー
を
失
し
て
い
る
。「
仇
英
」
落
款
を
有
す
る
蘇
州
片
の
一
例
で
あ
り
、

清
朝
に
入
っ
て
か
ら
の
制
作
と
見
な
せ
よ
う
。

特
種
東
海
製
紙
本
（
清
時
代
中
期
）

　

さ
ら
に
も
う
一
点
、
特
種
東
海
製
紙
本
が
あ
る
。
基
本
的
な
構
成
は
共
通
し
て
い

る
が
、
写
し
崩
れ
も
所
々
見
受
け
ら
れ
、
一
見
し
て
色
目
も
絹
目
も
や
や
劣
悪
な
状

態
で
お
金
を
か
け
て
い
な
い
も
の
と
見
な
せ
る
。
モ
テ
ィ
ー
フ
と
し
て
は
、
前
出
の

東
京
・
個
人
蔵
本
（
清
初
）
と
近
く
、
そ
れ
よ
り
や
や
遅
れ
た
制
作
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
作
品
に
お
け
る
畑
は
ち
ょ
う
ど
中
間
的
な
表
現
で
、
そ
れ
ほ
ど
沢
山
の
緑
は
な

い
よ
う
だ
。
武
陵
臺
謝
も
描
か
れ
て
お
ら
ず
、
看
板
な
ど
画
中
の
文
字
も
消
え
て
い

る（
図
６
）。こ
う
い
っ
た
形
で「
清
明
上
河
図
」に
お
い
て
様
々
な
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
が
生
み
出
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
こ
ま
で
来
る
と
、
鮮
や
か
な
色
彩
も
見
え
ず
、
蘇

州
で
作
ら
れ
た
も
の
と
す
る
の
も
難
し
い
。

　

蘇
州
片
の
最
も
代
表
的
な
題
材
で
あ
る
「
清
明
上
河
図
」
の
作
例
を
採
り
上
げ
る

こ
と
で
、
明
末
か
ら
清
時
代
の
半
ば
に
か
け
て
、
様
々
な
細
部
の
改
変
を
伴
い
な
が

ら
、
連
綿
と
描
き
継
が
れ
て
い
た
様
相
を
具
体
的
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ

の
よ
う
な
現
象
の
展
開
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
所
謂
「
蘇
州
片
」
が
江
南
を
中
心

に
生
産
・
流
通
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

仇
英
と
文
徰
明

　

こ
こ
で
確
認
し
た
現
象
は
明
時
代
中
期
に
活
躍
し
た
明
四
大
家
の
一
人
、
仇
英
本

（
12
）
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人
の
作
品
に
既
に
見
出
す
こ
と
が
で
き

る
。
仇
英
は
蘇
州
の
文
人
か
ら
新
興
の

富
裕
層
に
至
る
ま
で
、
多
く
の
人
た
ち

の
支
持
を
得
て
、
職
業
画
家
な
が
ら
四

大
家
に
数
え
ら
れ
る
程
、
圧
倒
的
な
影

響
力
を
持
っ
た
。
中
で
も
、
明
末
最
大

の
民
間
コ
レ
ク
タ
ー
、
項
元
汴
（
一
五

二
五
～
一
五
九
〇
）
ら
は
、
仇
英
に
収

集
し
た
古
画
を
見
せ
、
複
製
や
そ
れ
に

基
づ
い
た
作
品
を
作
ら
せ
た
り
し
た
。

仇
英
は
、
そ
う
し
た
機
会
を
得
て
古
画

に
基
づ
い
て
作
画
し
、
古
く
て
新
し
い

イ
メ
ー
ジ
を
生
み
出
し
て
い
っ
た
こ
と

に
な
る
。

　

膨
大
な
仇
英
の
伝
称
作
品
の
中
で
、

台
北
故
宮
博
物
院
に
は
代
表
作
と
さ
れ

る
複
数
の
真
作
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

山
水
人
物
図
の
代
表
作
と
し
て
「
秋
江

待
渡
図
」（
台
北
故
宮
博
物
院
）
が
挙

げ
ら
れ
る
。
過
去
の
名
画
を
実
見
し
た

ら
し
く
、
非
常
に
繊
細
な
筆
で
描
か
れ

た
人
物
表
現
は
南
宋
時
代
の
院
体
画
に

近
い
。岩
山
の
皴
は
斧
劈
皴
に
も
通
じ
、

輪
郭
線
で
括
り
、
内
側
を
や
や
淡
い
墨

で
幅
広
の
筆
で
描
い
て
い
る
。
同
じ
よ

う
な
画
風
は
、「
春
遊
晩
帰
図
」（
台
北

（
13
）

図１　大倉集古館本「清明上河図」（部分）

図２　大倉集古館本「清明上河図」（部分）

図３　東京国立博物館本「清明上河図」（部分）

図４　東京国立博物館本「清明上河図」（部分）

図５　個人蔵本「清明上河図」（部分）

図６　特種東海製紙本「清明上河図」（部分）
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故
宮
博
物
院
）
な
ど
で
も
確
認
で
き
る
。
主
題
に
よ
っ
て
は
異
な
る
画
風
を
採
る
こ

と
も
あ
る
。
仙
境
の
楼
閣
を
描
く
「
仙
山
楼
閣
図
」（
台
北
故
宮
博
物
院
）
は
理
想

的
な
、
現
実
に
は
な
い
景
観
を
描
き
出
す
。
群
青
と
緑
青
を
中
心
と
し
た
濃
彩
の
表

現
は
、「
青
緑
山
水
」
と
い
う
唐
時
代
以
前
の
山
水
画
を
想
起
さ
せ
る
。
画
中
の
景

観
が
表
す
遠
近
よ
り
樹
木
の
大
小
の
対
比
は
大
き
く
、
非
現
実
的
な
仙
境
性
を
高
め

て
い
る
。
仇
英
は
、
そ
う
し
た
イ
メ
ー
ジ
を
引
用
し
な
が
ら
作
画
を
行
っ
て
お
り
、

描
写
の
再
現
性
は
し
っ
か
り
し
た
技
量
に
支
え
ら
れ
て
い
る
。

　

台
北
故
宮
博
物
院
に
は
こ
う
し
た
信
頼
で
き
る
作
品
の
他
に
、「
仇
英
」
落
款
を

有
す
る
蘇
州
片
も
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。（
伝
）
仇
英
「
虎
邱
図
」（
台
北
故
宮
博
物
院
）

が
そ
れ
で
あ
る
。
細
部
を
見
て
い
く
と
明
末
に
制
作
さ
れ
た
蘇
州
片
、「
仇
英
」
落
款

の
「
清
明
上
河
図
」
の
そ
れ
に
非
常
に
近
い
。
た
だ
画
の
上
方
に
は
乾
隆
帝
（
在
位

一
七
三
五
～
一
七
九
五
）
の
賛
が
あ
り
、
蘇
州
行
幸
を
思
い
出
す
も
の
と
さ
れ
る
。

つ
ま
り
、
乾
隆
帝
は
こ
の
作
品
を
仇
英
の
真
作
だ
と
思
っ
て
お
り
、
こ
の
作
品
は
明

末
に
制
作
さ
れ
て
以
来
、か
な
り
短
い
ス
パ
ン
で
真
作
へ
と
出
世
し
た
こ
と
に
な
る
。

主
題
は
蘇
州
の
地
、
明
時
代
の
大
変
有
名
な
名
勝
、
虎
丘
で
あ
り
、「
清
明
上
河
図
」

の
よ
う
な
古
画
を
念
頭
に
置
い
た
も
の
で
は
絶
対
あ
り
得
な
い
。
同
時
代
に
有
名
に

な
っ
た
名
勝
地
を
描
い
た
実
景
画
が
蘇
州
で
複
製
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
が
流

布
し
、
清
朝
内
府
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
入
り
皇
帝
の
目
に
留
ま
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　

次
に
文
徰
明
を
見
て
み
た
い
。
文
徰
明
は
明
四
大
家
の
一
人
で
、
そ
の
後
の
文
人

画
の
方
向
性
を
決
定
づ
け
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
呉
派
の
祖
と
さ
れ
る
の

は
彼
の
師
と
さ
れ
る
沈
周
で
あ
る
が
、
沈
周
の
段
階
で
は
浙
・
呉
と
い
う
対
立
の
構

造
は
そ
れ
ほ
ど
明
確
で
は
な
か
っ
た
。
呉
派
の
領
袖
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
文
徰
明

こ
そ
が
浙
・
呉
の
対
立
構
図
を
明
確
化
し
、
細
緻
な
筆
使
い
に
よ
っ
て
呉
派
文
人
画

の
様
式
を
明
示
し
た
の
で
あ
る
。

　

淡
彩
を
主
調
と
し
た
「
雨
余
春
樹
図
」（
一
五
〇
七
年　

台
北
故
宮
博
物
院
）
で

は
前
景
に
亭
、
後
景
に
建
物
群
が
描
か
れ
、
そ
れ
ら
は
水
辺
の
存
在
か
ら
同
一
の
水

平
線
上
に
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
こ
れ
ら
の
建
物
は
水
平
視
し
た
視
点
か
ら
細
か
い

筆
で
描
写
さ
れ
「
古
拙
」
な
印
象
が
あ
る
。
元
初
の
文
人
画
家
、
趙
孟
頫
と
銭
選
の

対
話
に
お
い
て
、
趙
孟
頫
の
「
文
人
画
と
は
何
か
？
」
と
い
う
問
い
に
対
し
、
銭
選

の
「
隷
家
の
画
」
と
い
う
答
え
は
、
文
人
画
に
お
け
る
「
古
拙
」
の
指
向
を
明
示
し

た
も
の
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
お
り
、実
際
、彼
ら
の
青
緑
山
水
画
は
文
徰
明
に
と
っ

て
も
「
古
典
」
と
し
て
典
拠
と
な
っ
て
い
た
。
又
、
そ
れ
と
は
別
に
水
墨
を
中
心
と

し
た
系
統
が
あ
り
、
そ
の
代
表
作
で
あ
る
「
倣
王
蒙
山
水
図
」（
一
五
三
五
年　

台

北
故
宮
博
物
院
）
に
は
筆
墨
の
複
雑
な
交
響
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

そ
の
一
方
で
、「
後
赤
壁
賦
図
巻
」（
一
五
四
八
年
款　

台
北
故
宮
博
物
院
）
は
古

く
か
ら
有
名
な
作
品
だ
が
、
細
部
を
よ
く
観
察
す
る
と
文
徰
明
の
真
作
だ
と
は
見
な

す
こ
と
は
で
き
な
い
。
本
画
巻
を
「
蘇
州
片
」
と
断
罪
す
る
の
は
言
い
過
ぎ
だ
が
、

文
徰
明
自
身
の
作
で
は
な
く
、
文
派
に
よ
る
代
筆
も
し
く
は
模
倣
作
と
見
な
す
べ
き

で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
清
朝
内
府
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
、
仇
英
画
に
つ
い
て
真

作
・
模
本
・
贋
作
が
含
ま
れ
て
い
た
よ
う
に
、
文
徰
明
作
品
に
関
し
て
も
真
作
・
模

本
・
贋
作
が
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
が
全
て
乾
隆
帝
の
所
蔵
品
と
し
て
権
威
づ
け

ら
れ
、
彼
ら
の
真
作
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
た
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
「
倭
寇
図
巻
」「
抗
倭
図
巻
」
を
考
え
る
上
で
、
も
う
一
点
、
仇
英
の
「
潯
陽
送
別

図
巻
」（
ネ
ル
ソ
ン
・
ア
ト
キ
ン
ス
美
術
館
）
を
見
て
お
き
た
い
。
こ
の
作
品
は
古

く
か
ら
仇
英
の
代
表
作
と
言
わ
れ
て
い
た
も
の
で
、
現
在
で
も
多
く
の
研
究
者
か
ら

そ
の
見
解
は
指
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、Ellen Johnston Laing

氏
は
そ
れ
ま

で
認
め
ら
れ
て
き
た
仇
英
作
品
の
内
、
複
数
の
作
品
に
対
し
て
蘇
州
片
の
嫌
疑
を
か

け
、「
潯
陽
送
別
図
巻
」
も
蘇
州
片
だ
と
い
う
の
だ
。
以
後
、
欧
米
を
中
心
に
蘇
州
片

の
範
囲
は
さ
ら
に
複
雑
化
し
、
学
界
に
お
い
て
仇
英
画
の
真
贋
を
め
ぐ
る
議
論
は
未

だ
継
続
中
で
あ
る
。
個
人
的
に
は
、「
潯
陽
送
別
図
巻
」
は
蘇
州
片
だ
と
見
な
す
こ

（
14
）

（
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）

©2015 Historiographical Institute(Shiryo Hensan-jo)The University of Tokyo



東京大学史料編纂所研究紀要　第25号　2015年３月　（　 ）124

と
は
で
き
な
い
と
考
え
る
。
た
だ
他
の
仇
英
作
品
に
比
べ
て
異
質
な
も
の
が
含
ま
れ

て
い
る
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
山
容
の
形
態
も
非
常
に
古
様
で
、
波
濤
も
一
つ
一
つ

細
か
く
描
き
込
ま
れ
て
い
る
。
草
花
も
台
地
に
埋
め
込
ま
れ
る
よ
う
に
細
か
く
描
か

れ
て
い
る
。
又
、
家
屋
は
水
平
視
で
捉
え
ら
れ
「
古
拙
」
な
印
象
が
あ
り
、
文
徰
明

画
の
そ
れ
と
共
通
し
て
い
る
。
仇
英
は
こ
う
し
た
古
様
な
表
現
を
敢
え
て
選
択
し
た

と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。「
潯
陽
送
別
図
巻
」
の
主
題
は
唐
の
詩
人
、
白
居
易
（
七

七
二
～
八
四
六
）
の
詩
「
琵
琶
行
」
で
あ
り
、
唐
詩
を
絵
画
化
し
た
も
の
な
ら
画
家

が
古
様
な
様
式
を
選
択
す
る
の
も
自
然
で
あ
る
。
他
の
作
品
と
異
な
る
印
象
が
あ
る

の
は
、
従
来
持
っ
て
い
る
自
分
の
青
緑
山
水
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
の
上
に
、
さ
ら
に
強

調
し
て
古
拙
な
表
現
を
採
っ
た
結
果
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
そ
う

い
っ
た
意
図
の
元
に
生
み
出
さ
れ
た
仇
英
画
の
一
派
生
形
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る

も
の
の
、
そ
れ
は
仇
英
画
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
中
に
文
徰
明
画
の
要
素
が
認
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
、
各
々
の
画
風
の
範
疇
を
曖
昧
に
す
る
と
い
う
結
果
を
も
た
ら
し

た
の
で
あ
る
。

　

濃
彩
の
細
緻
な
筆
で
描
写
さ
れ
た
「
故
事
人
物
図
冊
」（
北
京
故
宮
博
物
院
）
も

古
く
か
ら
有
名
な
作
品
な
が
ら
、
現
在
、
仇
英
真
作
か
否
か
意
見
が
分
か
れ
て
い
る
。

そ
の
内
の
一
頁
は
「
琵
琶
行
」
と
い
う
同
一
主
題
を
全
く
異
な
る
画
風
で
描
い
て
お

り
、
前
出
のLaing

氏
論
文
で
は
こ
れ
こ
そ
真
作
と
さ
れ
て
い
る
が
、
両
者
が
共
に

真
作
と
す
れ
ば
、
本
人
自
身
の
画
風
選
択
の
幅
が
主
題
と
の
結
び
付
き
を
越
え
て
い

た
こ
と
に
な
り
、
さ
ら
に
、
こ
ち
ら
の
み
が
仇
英
周
辺
で
あ
る
場
合
、
共
に
模
倣
作

で
あ
る
場
合
、
み
な
解
釈
が
異
な
っ
て
く
る
こ
と
に
な
る
。
但
し
、
仇
英
作
品
を
め

ぐ
っ
て
他
主
題
も
通
覧
す
れ
ば
、
仇
英
自
身
は
主
題
と
画
風
の
関
わ
り
を
あ
る
程
度

認
識
し
た
一
方
で
、
当
時
の
流
行
を
意
識
し
て
画
風
選
択
の
幅
を
確
保
し
て
い
た
と

す
る
の
が
順
当
な
見
解
で
あ
ろ
う
。

３
、「
倭
寇
図
巻
」
と
「
抗
倭
図
巻
」

　

こ
こ
で
本
題
で
あ
る
「
倭
寇
図
巻
」「
抗
倭
図
巻
」
に
入
っ
て
い
こ
う
。「
清
明
上

河
図
」
を
例
に
し
て
蘇
州
片
の
成
立
・
展
開
と
い
う
現
象
を
２
章
で
や
や
長
く
説
明

し
て
き
た
の
は
、
そ
れ
を
理
解
せ
ね
ば
、
両
者
の
関
係
、
複
雑
な
入
れ
子
関
係
に
つ

い
て
、
具
体
的
な
復
元
的
考
察
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
で
あ
る
。

　
「
倭
寇
図
巻
」「
抗
倭
図
巻
」
は
、
主
題
に
関
わ
る
部
分
に
お
い
て
同
様
の
図
様
を

多
く
有
し
て
い
る
こ
と
は
既
に
指
摘
さ
れ
た
通
り
で
あ
る
。
又
、
そ
れ
が
親
子
や
兄

弟
で
は
な
く
、
実
は
遠
い
親
戚
関
係
―
親
戚
関
係
に
し
て
は
ず
い
ぶ
ん
似
て
い
る
が

―
に
あ
る
と
い
う
こ
と
も
既
に
検
討
済
み
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
倭
寇

と
い
う
主
題
と
余
り
関
わ
ら
な
い
部
分
で
あ
る
。
倭
寇
の
主
題
と
関
わ
る
部
分
は
基

本
的
に
主
題
と
関
わ
る
重
要
な
部
分
で
あ
り
、
当
然
、
図
様
は
継
承
さ
れ
る
傾
向
に

あ
る
。
も
し
そ
の
画
家
の
属
性
や
本
来
の
画
風
を
分
析
し
た
い
な
ら
、
主
題
と
は
関

わ
ら
な
い
周
縁
部
分
に
注
目
し
な
い
と
正
確
に
判
断
で
き
な
い
。
ノ
イ
ズ
の
部
分
に

注
目
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
む
し
ろ
そ
の
画
家
の
出
自
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
そ
う
し
た
部
分
で
は
両
者
の
違
い
は
明
白
で
あ
る
。
周
縁
部
分
に
お
け
る
表

現
の
相
違
点
を
よ
り
明
確
に
理
解
す
る
た
め
、
両
図
巻
の
共
通
す
る
部
分
に
注
目
し

そ
の
相
違
点
を
指
摘
し
て
い
き
た
い
。

　

そ
れ
で
は
ま
ず
「
倭
寇
図
巻
」（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
本
）
を
見
て
み
た
い
。

人
物
表
現
は
基
本
的
に
仇
英
画
に
近
い
が
、「
抗
倭
図
巻
」と
比
較
す
る
と
、同
じ
ポ
ー

ズ
で
も
や
や
稚
拙
と
い
う
か
蛹
化
し
た
よ
う
な
表
現
が
採
ら
れ
て
い
る
。
画
巻
の
前

半
で
は
、
葉
に
白
青
が
施
さ
れ
た
樹
木
が
登
場
し
、
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
の
な
い
印
象
が

強
い
が
、
こ
れ
自
体
、
古
様
で
文
徰
明
風
と
見
な
す
こ
と
も
で
き
る
。
一
方
で
、
皴

法
（
岩
を
モ
デ
リ
ン
グ
す
る
た
め
の
筆
遣
い
）
は
彩
色
を
併
用
し
つ
つ
、
柔
ら
か
く

淡
墨
で
幅
広
の
筆
を
用
い
て
い
る
（
図
７
）。
そ
れ
自
体
、「
秋
江
待
渡
図
」
に
見
ら

れ
る
よ
う
な
仇
英
画
の
皴
法
に
近
い
。
同
じ
画
巻
で
も
、
後
半
で
は
皴
法
も
建
物
も

（
16
）
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変
化
す
る
。
岩
山
は
点
苔
が
多
く
施
さ
れ
、
明
ら
か

に
文
徰
明
風
に
見
え
る
（
図
８
）。
又
、
水
平
視
し
た

よ
う
な
視
点
で
描
か
れ
た
建
物
が
横
に
連
な
っ
て
お

り
（
図
９
）、
古
拙
な
印
象
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
後

出
す
る
「
抗
倭
図
巻
」
の
建
築
表
現
と
は
対
照
的
で

あ
る
。

　
「
倭
寇
図
巻
」「
抗
倭
図
巻
」
両
者
に
共
通
し
て
、

花
を
咲
か
せ
た
桃
樹
叢
が
所
々
に
登
場
し
て
い
る
。

戦
闘
場
面
で
も
、
橋
の
手
前
に
は
花
を
つ
け
た
桃
樹

が
描
か
れ
て
い
る
。
両
図
巻
が
描
か
れ
る
動
機
と
し

て
、
倭
寇
平
定
に
よ
る
平
和
へ
の
復
帰
・
回
復
と
い

う
意
味
合
い
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
こ
で
は
蘇
州
片

「
清
明
上
河
図
」
に
お
け
る
平
和
な
豊
か
さ
の
演
出

と
同
じ
手
法
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

次
に
「
抗
倭
図
巻
」（
北
京
・
国
家
博
物
館
）
だ
が
、

岩
石
表
現
に
注
目
す
れ
ば
明
ら
か
な
よ
う
に
、
全
く

違
う
系
統
な
の
で
あ
る
。「
倭
寇
図
巻
」
の
岩
石
で
は

仇
英
画
の
や
や
稚
味
あ
る
表
現
と
文
徰
明
風
の
文
人

的
な
表
現
が
混
在
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、「
抗
倭
図

巻
」
の
岩
石
は
非
常
に
複
雑
な
岩
肌
を
表
現
し
て
い

る
。
樹
木
も
様
々
な
種
類
で
、
複
雑
な
枝
ぶ
り
を
示

し
て
い
る
。
類
例
を
探
せ
ば
、
呂
学
の
よ
う
な
仇
英

次
世
代
、
明
末
に
活
躍
し
た
職
業
画
家
た
ち
の
再
現

的
な
表
現
に
行
き
当
た
る
（
図
10
）。
一
部
の
モ

テ
ィ
ー
フ
が
現
実
に
近
く
再
現
的
で
あ
る
か
ら
と

言
っ
て
、
実
制
作
年
代
と
し
て
「
倭
寇
図
巻
」
よ
り

図７�　「倭寇図巻」　樹木：文徰明風、皴法：仇英風、
人物：稚味有

図８　「倭寇図巻」　皴法：文徰明風

図９　「倭寇図巻」　家並：水平視

図10�　「抗倭図巻」　皴法・樹木：共に細微な再現
描写、明末・呂学らに共通

図11　「抗倭図巻」　樹木：明末・尤求に近い

図12　「抗倭図巻」　家並：俯瞰視
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前
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
は
必
ず
し
も
正
し
く
な
い
。
こ
の
表
現
は
、
む
し
ろ
、
晩

明
変
形
主
義
に
繋
が
っ
て
い
く
エ
キ
セ
ン
ト
リ
ッ
ク
な
表
現
を
内
包
し
た
も
の
と
の

共
通
点
が
見
て
取
れ
る
の
で
あ
る
。

　

波
濤
表
現
に
注
目
す
れ
ば
、
一
つ
一
つ
区
切
れ
て
い
る
、
非
常
に
古
様
な
波
が
見

え
る
。
又
、
様
々
な
種
類
の
花
鳥
が
描
か
れ
て
い
る
。
巻
尾
部
分
に
描
か
れ
る
松
樹

の
描
き
方
は
、
仇
英
画
に
し
ば
し
ば
登
場
す
る
再
現
的
な
表
現
か
ら
は
逸
脱
し
て
お

り
、
む
し
ろ
、
尤
求
の
よ
う
な
作
品
に
登
場
す
る
松
樹
表
現
に
近
い
（
図
11
）。
尤

求
は
隆
慶
年
間
（
一
五
六
七
～
一
五
七
二
）
を
中
心
に
活
躍
し
た
明
末
の
画
家
で
、

白
描
画
を
得
意
と
し
た
。
こ
う
い
っ
た
要
素
が
画
面
の
中
に
散
り
ば
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
も
明
末
の
制
作
と
見
な
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
「
倭
寇
図
巻
」「
抗
倭
図
巻
」
両
者
を
比
較
し
た
結
果
、
主
題
に
関
わ
る
部
分
で
は

多
く
の
共
通
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
周
縁
部
分
、
ノ
イ
ズ
で
は
全
く
異
な
る
位

相
を
示
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
但
し
、
先
に
見
た
よ
う
な
、
仇
英
画
に
文
徰
明
画

風
が
包
摂
さ
れ
る
形
で
、
画
風
に
お
い
て
仇
英
と
文
徰
明
の
境
界
が
曖
昧
に
な
っ
て

い
た
こ
と
を
念
頭
に
置
け
ば
、
巨
視
的
に
は
こ
れ
ら
は
全
て
仇
英
画
風
の
範
疇
に
含

ま
れ
る
格
好
に
な
る
。戦
勲
図
と
い
う
コ
ン
テ
ク
ス
ト
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、

勲
功
を
挙
げ
た
胡
宗
憲
ら
の
描
写
が
曖
昧
で
共
に
原
本
と
は
言
え
な
い
が
、
複
数
の

人
物
が
登
場
し
、
よ
り
明
確
な
意
味
を
示
す
「
抗
倭
図
巻
」
の
方
が
よ
り
原
本
に
近

く
、官
僚
が
一
人
し
か
登
場
し
な
い「
倭
寇
図
巻
」は
よ
り
遠
い
と
い
う
も
の
で
あ
っ

た
。
そ
の
上
、
周
縁
部
分
の
比
較
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
、
巨
視
的
に
は
仇
英
周
辺
で

理
解
で
き
る
も
の
の
、
モ
テ
ィ
ー
フ
群
は
両
者
が
異
な
る
系
統
の
も
の
を
採
用
し
て

い
る
と
い
う
事
実
か
ら
、
両
者
が
親
子
（
原
本
・
模
本
）
や
兄
弟
（
正
本
・
副
本
）

で
は
な
く
遠
戚
関
係
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　
「
倭
寇
図
巻
」「
抗
倭
図
巻
」
は
共
に
所
謂
「
蘇
州
片
」
で
あ
り
、「
蘇
州
片
」
ら

し
い
要
素
と
し
て
は
両
者
と
も
に
桃
花
の
表
現
が
認
め
ら
れ
る
。
画
面
最
後
の
部
分

に
登
場
す
る
回
復
さ
れ
た
平
和
な
風
景
に
お
い
て
、
両
者
に
は
共
に
桃
源
郷
的
な
表

現
が
付
加
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
明
末
に
お
け
る
仇
英
画
風
の
展
開
に
お

い
て
も
、古
拙
さ
を
強
調
し
た「
倭
寇
図
巻
」、新
た
な
指
向
に
繋
が
る「
抗
倭
図
巻
」、

両
者
に
は
明
ら
か
な
隔
た
り
が
あ
る
。「
倭
寇
図
巻
」
は
、
周
縁
部
分
で
は
仇
英
画

の
中
で
も
よ
り
文
人
的
な
要
素
を
強
調
し
た
格
好
に
な
っ
て
い
る
が
、も
ち
ろ
ん「
潯

陽
送
別
図
巻
」
の
よ
う
に
唐
時
代
の
詩
的
風
景
を
描
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
意
味
か

ら
乖
離
し
た
、
文
人
的
な
「
古
拙
」
な
表
現
の
強
調
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
に

対
し
て
、「
抗
倭
図
巻
」
は
晩
明
変
形
主
義
へ
と
連
な
る
よ
う
な
要
素
が
覗
え
、
仇

英
次
世
代
の
表
現
を
採
っ
て
い
る
。
建
築
表
現
は
俯
瞰
的
な
視
角
か
ら
描
か
れ
、
遠

近
を
意
識
し
た
奥
行
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
（
図
12
）。「
抗
倭
図
巻
」
の
み
に

加
え
ら
れ
た
種
々
の
花
鳥
の
表
現
は
意
味
と
し
て
桃
源
郷
的
な
演
出
の
延
長
で
あ
り

な
が
ら
、
再
現
的
な
表
現
は
現
実
味
を
も
強
調
す
る
形
に
な
っ
て
い
る
。

　

一
方
で
、
波
の
表
現
は
逆
転
し
て
い
る
。「
倭
寇
図
巻
」
は
む
し
ろ
仇
英
的
な
、

伝
統
的
な
波
の
表
現
だ
が
、「
抗
倭
図
巻
」
は
よ
り
古
様
な
、
一
つ
一
つ
の
ス
パ
ン

を
分
け
て
描
く
波
濤
が
見
え
る
の
だ
。
但
し
、
そ
れ
も
白
居
易
詩
を
絵
画
化
す
る
際

に
古
様
さ
を
強
調
し
た
「
潯
陽
送
別
図
巻
」
中
に
同
じ
波
濤
表
現
を
認
め
る
こ
と
が

で
き
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
大
き
く
言
え
ば
、
こ
れ
も
仇
英
の
範
疇
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
但
し
、
仇
英
画
風
に
お
い
て
、
モ
テ
ィ
ー
フ
や
表
現
に
も
、
単
に
順
列
組
合

せ
で
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
様
々
な
組
み
合
わ

せ
で
も
結
び
付
き
や
す
い
も
の
と
そ
う
で
な
い
も
の
が
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
ヴ
ァ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で
、
明
末
の
画
家
と
し
て
様
々
な
関
心
の
も
と
に
再
構
成
し
な
が

ら
、各
々
得
意
な
手
法
を
採
っ
た
結
果
が「
倭
寇
図
巻
」「
抗
倭
図
巻
」両
者
の
相
違
、

も
し
く
は
創
意
と
し
て
表
れ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

４
、「
平
倭
図
巻
」
の
伝
称
画
家
と
し
て
の
文
徰
明
、
日
本
と
の
関
わ
り

　

最
後
に
、
文
献
に
お
い
て
存
在
が
確
認
さ
れ
た
第
三
の
作
品
、
文
徰
明
に
仮
託
さ

れ
た
「
平
倭
図
巻
」
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
現
存
し
な
い
以
上
、
真
贋
の
判
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断
は
不
可
能
だ
が
、
文
徰
明
と
い
う
伝
称
画
家
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
ま
で

見
て
く
れ
ば
「
文
徰
明
」
の
名
も
そ
れ
ほ
ど
お
か
し
く
は
な
い
と
思
わ
れ
る
か
も
知

れ
な
い
が
、呉
派
文
人
が
こ
の
よ
う
な
当
世
風
の
時
事
的
な
主
題
を
描
く
こ
と
自
体
、

同
時
代
文
献
で
確
認
す
る
こ
と
は
困
難
な
た
め
、
や
は
り
、
こ
の
伝
称
自
体
、
理
解

に
苦
し
む
と
こ
ろ
も
あ
る
。
で
は
全
く
関
係
が
な
い
の
か
？
と
い
う
と
、
そ
う
と
も

言
え
な
い
。
そ
れ
な
り
に
関
係
が
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
可
能
性
を
指
摘
し
て
お
こ

う
。

　

文
徰
明
は
科
挙
に
八
度
失
敗
、晩
年
に
な
っ
て
認
め
ら
れ
、嘉
靖
二
年
～
五
年（
一

五
二
三
～
一
五
二
六
）
の
間
、
北
京
に
滞
在
し
て
官
僚
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
帰
郷

し
て
画
家
と
し
て
本
格
的
な
制
作
を
行
っ
た
わ
け
だ
が
、
嘉
靖
二
二
年
（
一
五
四
三
）

七
月
、
劉
麟
（
一
四
七
四
～
一
五
六
一
）
に
贈
っ
た
「
楼
居
図
」（
一
五
四
三
年　

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
）
の
自
識
に
は
日
本
が
登
場
す
る
。

僊
客
従
来
好
閣
居
、
窓
開
八
面
眼
眉
舒
。

上
方
台
殿
隆
隆
起
、
下
界
雲
雷
隠
隠
居
。

隠
几
便
能
窺
日
本
、
凭
欄
真
可
見
扶
余
。

総
然
世
事
多
翻
覆
、
中
有
高
人
只
晏
如
。

　

こ
こ
に
は
遠
く
の
異
国
、日
本
へ
の
興
味
が
あ
っ
た
こ
と
が
覗
え
る
。又
、『
明
史
』

巻
二
八
七
「
文
徰
明
伝
」
に
は
、
外
国
使
節
が
蘇
州
に
至
っ
た
際
に
み
な
文
徰
明
と

の
面
会
を
求
め
た
が
、
見
え
る
こ
と
能
わ
ず
恨
ま
れ
た
と
あ
り
、
さ
ら
に
清
・
劉
鳳

『
続
呉
先
賢
讃
』
巻
一
一
、
清
・
尤
侗
『
明
史
擬
稿
』
巻
四
で
は
、
日
本
の
貢
使
が

来
訪
し
た
際
に
、
緋
服
を
纏
い
、
坐
し
て
庭
で
拝
謁
を
受
け
て
中
国
の
威
厳
を
示
し
、

贈
り
物
を
拒
み
、
書
画
も
与
え
な
か
っ
た
と
あ
る
。

　

文
徰
明
の
名
が「
平
倭
図
」に
冠
さ
れ
る
背
景
と
し
て
、倭
寇
が
海
岸
部
か
ら
入
っ

て
、
嘉
靖
三
三
年
（
一
五
五
四
）、
蘇
州
に
ま
で
侵
攻
す
る
な
ど
、
蘇
州
を
拠
点
と

す
る
文
氏
一
族
に
直
接
的
な
影
響
を
被
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
文

氏
一
族
に
と
っ
て
倭
寇
は
蘇
州
で
の
平
穏
な
生
活
を
脅
か
し
た
が
、
一
族
の
中
で
も

倭
寇
の
脅
威
に
対
す
る
対
応
は
バ
ラ
バ
ラ
で
あ
っ
た
。
こ
の
翌
年
、
危
険
を
避
け
て

甥
の
文
伯
仁
は
南
京
に
移
住
し
た
。
文
伯
仁
が
描
い
た
「
摂
山
白
鹿
泉
庵
図
巻
」（
台

北
故
宮
博
物
院
）
は
こ
の
頃
、
南
京
で
描
い
た
も
の
で
、
南
京
の
実
景
、
摂
山
を
描

い
て
い
る
。
最
晩
年
、
白
髪
の
文
徰
明
は
故
郷
の
蘇
州
を
動
こ
う
と
し
な
か
っ
た
。

胡
宗
憲
が
倭
寇
を
平
定
し
た
嘉
靖
三
五
年
（
一
五
五
六
）
の
中
秋
に
は
「
赤
壁
賦
図

巻
」
を
制
作
し
て
お
り
、「
中
秋
倭
平
書
」
と
自
ら
題
し
て
い
る
こ
と
が
清
・
孔
広

陶
『
嶽
雪
楼
書
画
録
』
巻
四
「
文
待
詔
書
画
赤
壁
賦
図
巻
」
の
記
録
か
ら
知
ら
れ
る
。

彼
が
破
壊
す
る
倭
寇
の
脅
威
を
実
感
し
、
胡
宗
憲
の
倭
寇
平
定
を
喜
ん
だ
こ
と
は
間

違
い
な
か
ろ
う
。

　

文
徰
明
自
身
の
文
献
に
は
倭
寇
と
直
接
的
に
関
連
す
る
記
載
は
見
当
た
ら
な
い

が
、
文
伯
仁
の
移
住
も
か
な
り
の
範
囲
で
知
ら
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
動
き
自
体
、

文
氏
一
族
の
書
画
作
品
の
鑑
賞
者
で
も
あ
る
周
囲
の
文
人
た
ち
は
知
っ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
。
清
人
に
よ
る
文
徰
明
作
品
の
跋
に
は
、
文
徰
明
が
最
晩
年
に
倭
寇
の
被

害
を
受
け
た
こ
と
を
想
像
し
て
記
述
し
た
も
の
が
複
数
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
う
し
た

後
代
に
お
け
る
理
解
が
「
平
倭
図
巻
」
の
伝
称
画
家
と
し
て
文
徰
明
が
挙
げ
ら
れ
た

前
提
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

〔
註
〕

（
１
）　

馬
雅
貞
「
戦
勲
与
宦
蹟
：
明
代
戦
争
相
関
図
像
与
官
員
視
覚
文
化
」（『
明
代
研
究
』

一
七
期
、二
〇
一
一
年
。『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究
紀
要
』（
二
三
号
、二
〇
一
三
年
）

に
和
訳
を
掲
載
）。

（
２
）　

山
崎
岳
「
張
鑑
『
文
徰
明
画
平
倭
図
記
』
の
基
礎
的
考
証
お
よ
び
訳
注
―
中
国
国

家
博
物
館
所
蔵
『
抗
倭
図
巻
』
に
見
る
胡
宗
憲
と
徐
海
？
」（『
東
京
大
学
史
料
編
纂

所
研
究
紀
要
』
二
三
号
、
二
〇
一
三
年
）。

（
17
）
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（
３
）　
「
国
際
研
究
集
会
「
比
較
研
究
：『
抗
倭
図
巻
』
と
『
倭
寇
図
巻
』」（『
東
京
大
学
史

料
編
纂
所
研
究
紀
要
』
二
三
号
、
二
〇
一
二
年
）。

（
４
）　

楊
新
「
商
品
経
済
、
世
風
与
書
画
作
偽
」（『
文
物
』
一
九
八
九
年
第
一
〇
期
）。
楊

臣
彬
「
談
明
代
書
画
作
偽
」（『
文
物
』
一
九
九
〇
年
第
八
期
）。『
中
国
古
今
書
画
真

偽
図
典
』（
遼
寧
画
報
出
版
社
、
一
九
九
七
年
）。
北
京
故
宮
博
物
院
編
・
劉
九
庵
主

編
『
中
国
歴
代
書
画
鑑
別
図
録
』（
紫
禁
城
出
版
社
、
一
九
九
九
年
）。
楊
新
「
明
代

絵
画
と
贋
作
―
偽
を
去
り
真
を
存
し
、
明
人
を
識
る
」（『
世
界
美
術
大
全
集
東
洋
編

第
八
巻　

明
』
小
学
館
、
一
九
九
九
年
）。Ellen Johnston Laing,ʻSuzhou Pian and 

O
ther D

ubious Paintings in the R
eceived O

euvre of Q
iu Y

ingʼ, Artibus Asiae vol. 
59 no. 3/4, 2000.

（
５
）　

拙
編
『
描
か
れ
た
都
―
開
封
・
杭
州
・
京
都
・
江
戸
』（
東
京
大
学
出
版
会
、

二
〇
一
三
年
）。

（
６
）　

楊
新
「
商
品
経
済
、
世
風
与
書
画
作
偽
」（『
文
物
』
一
九
八
九
年
第
一
〇
期
）。

（
７
）　

四
辻
秀
紀
「
百
馬
図　

伝
趙
子
昂
筆
」
解
説
（『
尾
張
徳
川
家
の
名
宝
―
里
帰
り
の

名
品
を
含
め
て
』
展
図
録
、
徳
川
美
術
館
、
二
〇
一
〇
年
）。

（
８
）　

古
原
宏
伸
「
清
明
上
河
図
（
上
・
下
）」（『
国
華
』
九
五
五
・
九
五
六
号
、

一
九
七
三
年
。『
中
国
画
巻
の
研
究
』（
中
央
公
論
美
術
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
）
に

再
録
）。
拙
稿
「
そ
の
後
の
『
清
明
上
河
図
』
―
作
品
史
の
中
の
一
断
章
」（
伊
原
弘

編
『『
清
明
上
河
図
』
を
よ
む
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
三
年
）。
王
正
華
「
過
眼
繁
華

―
晩
明
城
市
図
・
城
市
観
与
文
化
消
費
的
研
究
」（
李
孝
悌
編
『
中
国
的
城
市
生
活
：

十
四
世
紀
至
二
十
世
紀
』
聯
経
文
化
事
業
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
）。
楊
東
勝
主
編
『
清

明
上
河
図
／
（
明
）
仇
英
絵
』（
天
津
人
民
美
術
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
）。『
絵
苑
璚

瑤
：
清
院
本
清
明
上
河
図
』（
台
北
故
宮
博
物
院
、
二
〇
一
〇
年
）。
伊
原
弘
編
『
清

明
上
河
図
と
徽
宗
の
時
代
―
そ
し
て
輝
き
の
残
照
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
二
年
）。

（
９
）　

拙
稿
「
張
擇
端
『
清
明
上
河
図
巻
』（
北
京
故
宮
博
物
院
）
の
絵
画
史
的
位
置
」（
前

掲
註
８
『
清
明
上
河
図
と
徽
宗
の
時
代
』）。

（
10
）　

楊
東
勝
主
編
『
清
明
上
河
図
／
（
明
）
仇
英
絵
』（
前
掲
註
８
）。

（
11
）　

加
藤
繁
「
仇
英
筆
清
明
上
河
図
と
云
わ
れ
る
図
巻
に
就
い
て
」（『
支
那
学
雑
草
』

生
活
社
、
一
九
四
四
年
）。

（
12
）　

拙
編
『
描
か
れ
た
都
―
開
封
・
杭
州
・
京
都
・
江
戸
』（
前
掲
註
５
）。

（
13
）　
『
仇
英
作
品
展
図
録
』（
台
北
故
宮
博
物
院
、一
九
八
九
年
）。『
故
宮
書
画
図
録（
七
）』

（
台
北
故
宮
博
物
院
、
一
九
九
一
年
）。

（
14
）　

邱
士
華
「
伝
明　

仇
英　

虎
邱
図
」
解
説
（『
十
全
乾
隆　

清
高
宗
的
藝
術
品
味
』

展
図
録
、
台
北
故
宮
博
物
院
、
二
〇
一
三
年
）。

（
15
）　Ellen Johnston Laing,ʻSuzhou Pian and O

ther D
ubious Paintings in the R

e-
ceived O

euvre of Q
iu Y

ingʼ, Artibus Asiae vol. 59 no. 3/4, 2000.

（
16
）　

仇
英
の
、
文
徰
明
か
ら
の
影
響
に
つ
い
て
は
以
下
の
文
献
を
参
照
。

　
　

宮
崎
法
子
、
須
貝
美
紗
貴
「『
雲
渓
仙
館
図
』『
仙
山
楼
閣
図
』
か
ら
見
る
仇
英
の
山

水
画
風
の
展
開
」（『
実
践
女
子
大
学
美
学
美
術
史
学
』
二
八
号
、
二
〇
一
四
年
）。

　
　
『
明
四
大
家
特
展　

仇
英
』（
台
北
故
宮
博
物
院
、
二
〇
一
四
年
）。

（
17
）　M

axw
ell K

. H
earn, C

ultivated Landscapes: C
hinese Paintings from

 the C
ol-

lection of M
arie-H

elene and G
uy W

eill, the M
etropolitan M

useum
 of A

rt, Yale 
U

niversity Press, 2002.

〔
付
記
：
討
論
要
旨
〕

＊ 

編
者
注
：
当
日
は
、
板
倉
報
告
に
つ
き
三
名
の
方
か
ら
発
言
が
あ
り
、
板
倉
氏
か

ら
返
答
が
な
さ
れ
た
。
報
告
を
理
解
す
る
う
え
で
重
要
で
あ
る
の
で
、
以
下
に
掲

げ
る
。
な
お
①
②
の
発
言
者
の
発
言
は
須
田
が
取
意
要
約
し
た
も
の
、
③
は
藤
原

氏
に
よ
る
、
①
～
③
へ
の
返
答
は
板
倉
氏
に
よ
る
校
正
を
経
た
も
の
で
あ
る
。

①�

「
蒙
古
襲
来
絵
詞
」
な
ど
は
、
詞
書
も
絵
の
部
分
も
色
々
な
人
が
描
い
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
思
う
が
、こ
の
場
合
は
ど
う
考
え
た
ら
い
い
か
。　
（
服
部
英
雄
氏
）

　
　
　
　
　

★　
　
　

★　
　
　

★

　
「
倭
寇
図
巻
」「
抗
倭
図
巻
」
は
共
に
数
人
の
手
に
分
け
ら
れ
る
。「
抗
倭
図
巻
」

の
場
合
は
少
な
く
と
も
四
つ
、
つ
ま
り
、
巻
頭
部
分
、
中
心
部
分
、
巻
末
部
分
、
さ

ら
に
中
心
部
分
は
前
・
後
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
巻
頭
部
分
の
担
当
者
が
最
も
細
緻

な
筆
を
揮
っ
て
描
い
て
い
る
が
、
巻
末
部
分
の
担
当
者
は
あ
ま
り
上
手
で
は
な
い
。

主
題
か
ら
す
れ
ば
明
軍
が
凱
旋
す
る
巻
末
が
重
要
な
の
で
、
背
景
の
部
分
も
含
め
そ
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の
部
分
に
上
手
な
人
を
当
て
る
は
ず
だ
が
、
そ
う
な
っ
て
い
な
い
の
は
こ
れ
が
レ

デ
ィ
ー
・
メ
イ
ド
で
模
本
で
あ
る
た
め
で
あ
る
。

　
「
倭
寇
図
巻
」
で
は
、
む
し
ろ
、
人
物
表
現
と
背
景
表
現
が
対
比
的
で
あ
る
。
と

す
れ
ば
、
両
図
巻
は
工
房
内
で
分
担
方
法
も
違
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
両
図
巻
の

人
物
表
現
に
お
け
る
類
似
に
対
し
て
、
背
景
に
お
け
る
類
似
・
相
違
の
様
相
は
明
ら

か
に
異
な
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
現
象
が
伝
仇
英
画
の
展
開
と
し
て
き
れ
い
に
説
明

で
き
れ
ば
披
露
し
た
の
だ
が
、
実
際
に
は
な
か
な
か
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
。

　

人
物
表
現
に
つ
い
て
、
も
う
少
し
細
か
く
言
え
ば
、
胡
宗
憲
ら
特
定
で
き
る
明
軍

の
官
僚
た
ち
の
相
貌
は
本
来
も
っ
と
は
っ
き
り
描
く
べ
き
で
あ
る
。
そ
う
で
な
い
の

は
模
本
的
な
性
格
の
表
れ
で
あ
ろ
う
。
通
常
、
重
要
な
人
物
ほ
ど
肖
似
性
が
重
視
さ

れ
、
肖
像
的
な
表
現
に
な
る
は
ず
だ
が
、
主
題
か
ら
す
れ
ば
ど
う
で
も
い
い
は
ず
の

巻
頭
部
分
の
人
物
ほ
ど
細
緻
に
描
か
れ
、特
に
陰
影
ま
で
細
か
く
付
け
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
観
察
を
前
提
に
し
て
両
図
巻
が
蘇
州
片
だ
と
判
断
し
た
。

②�

武
器
や
船
・
馬
・
服
装
な
ど
の
一
つ
一
つ
に
つ
い
て
（
報
告
で
な
さ
れ
た
水
や
木

な
ど
の
分
析
と
）
同
様
に
細
か
な
分
析
を
施
す
こ
と
が
で
き
る
か
？
で
き
る
と
し

た
ら
、
い
ま
の
と
こ
ろ
ど
の
よ
う
な
お
考
え
を
お
持
ち
か
。　
（
山
崎
岳
氏
）

　
　
　
　
　

★　
　
　

★　
　
　

★

　

論
理
的
に
は
可
能
で
あ
る
。
山
水
画
で
造
形
語
彙
が
定
型
化
し
た
皴
法
・
樹
木
や

水
の
表
現
よ
り
、
現
実
的
な
モ
テ
ィ
ー
フ
は
難
し
い
。
前
提
条
件
と
し
て
ま
ず
仇
英

の
原
本
が
ど
こ
ま
で
の
範
囲
で
認
め
ら
れ
る
か
を
決
め
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
他
の
主

題
に
お
い
て
同
様
の
モ
テ
ィ
ー
フ
が
認
め
ら
れ
、
現
存
す
る
真
作
や
伝
称
作
品
と
の

比
較
も
可
能
な
の
で
、
そ
う
い
っ
た
も
の
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
想
定
す
る
こ
と
が

で
き
る
は
ず
で
あ
る
。

　

実
感
と
し
て
、
モ
テ
ィ
ー
フ
に
よ
っ
て
距
離
感
は
一
定
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い

か
。「
抗
倭
図
巻
」
は
周
縁
部
分
の
描
写
に
お
い
て
擬
古
的
な
要
素
は
き
わ
め
て
少

な
い
。仇
英
次
世
代
の
作
品
に
頻
出
す
る
モ
テ
ィ
ー
フ
が
そ
の
ま
ま
描
か
れ
て
お
り
、

松
を
初
め
と
す
る
樹
木
の
表
現
、
鳥
・
馬
の
表
現
な
ど
に
も
当
て
嵌
る
。
そ
れ
に
対

し
て
、「
倭
寇
図
巻
」
は
、
山
水
部
分
で
は
、
仇
英
よ
り
の
も
の
と
文
徰
明
よ
り
の

も
の
、
二
要
素
が
混
じ
っ
て
い
る
。
図
巻
内
で
は
二
要
素
は
何
と
な
く
繋
が
っ
て
い

る
の
だ
が
、
異
な
る
系
統
の
要
素
が
一
緒
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
印
象
が
強
い
。

人
物
表
現
は
基
本
的
に
仇
英
画
の
範
疇
だ
が
、
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
細
緻
で
再
現
的

な
手
法
と
は
異
な
り
、
共
通
し
て
稚
拙
な
印
象
で
あ
る
。
主
題
自
体
は
近
過
去
の
現

実
を
描
い
て
い
る
の
だ
か
ら
、
バ
ラ
バ
ラ
な
位
相
で
描
い
た
理
由
は
ヴ
ァ
リ
ー
エ
ー

シ
ョ
ン
と
し
て
の
意
識
で
あ
ろ
う
。

 

③
本
物
・
偽
物
の
弁
別
と
い
う
単
純
な
議
論
で
は
な
い
と
こ
ろ
で
「
蘇
州
片
」
を

と
ら
え
る
中
国
絵
画
史
・
東
ア
ジ
ア
美
術
史
の
現
在
の
研
究
状
況
を
ご
説
明
い
た
だ

い
て
、
倭
寇
図
の
原
形
が
成
立
し
、
そ
れ
が
受
容
さ
れ
性
格
が
変
化
し
て
流
布
し
て

ゆ
き
、
日
本
と
中
国
に
二
点
が
残
っ
た
歴
史
的
背
景
が
見
え
や
す
く
な
っ
た
。
美
術

史
的
な
観
点
か
ら
、
絵
画
様
式
そ
の
も
の
が
語
る
画
題
と
制
作
の
歴
史
を
解
き
明
か

し
て
い
た
だ
い
た
。

　

二
〇
〇
一
～
〇
二
年
に
開
催
し
た
史
料
集
発
刊
一
〇
〇
周
年
展
覧
会
の
際
に
は
、

今
日
ま
で
に
蓄
積
さ
れ
て
き
た
よ
う
な
成
果
は
、
ほ
と
ん
ど
分
か
っ
て
い
な
い
状
況

で
あ
っ
た
。
ま
ず
、
史
料
編
纂
所
が
美
術
館
業
界
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
入
っ
て
い
な

い
こ
と
も
あ
り
、「
倭
寇
図
巻
」
は
展
覧
会
に
出
陳
さ
れ
る
こ
と
が
な
く
、
そ
も
そ

も
原
本
を
詳
し
く
見
て
い
る
研
究
者
が
ほ
と
ん
ど
お
ら
ず
、
中
国
絵
画
史
の
文
脈
で

比
較
検
討
さ
れ
る
機
会
に
乏
し
か
っ
た
。
中
国
絵
画
あ
る
い
は
伝
統
的
な
書
画
の
ヒ

エ
ラ
ル
キ
ー
の
な
か
で
は
、
宮
廷
画
院
ゆ
か
り
の
作
品
で
も
な
く
、
文
人
た
ち
の
画

論
で
展
開
さ
れ
る
価
値
体
系
か
ら
も
遠
い
、
時
世
粧
と
い
う
か
、
実
際
の
出
来
事
を

描
い
た
分
か
り
や
す
い
絵
画
は
、
価
値
が
低
い
と
さ
れ
て
き
て
、
そ
れ
が
今
日
ま
で

の
研
究
に
も
影
響
し
、
あ
え
て
縁
の
薄
い
所
蔵
先
へ
調
査
に
来
る
ま
で
の
作
品
と
は
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み
な
さ
れ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
が
こ
の
三
年
ほ
ど
の
間
に
、
現
存
す
る
「
倭

寇
図
巻
」
の
基
本
的
な
性
格
が
、
原
本
成
立
の
段
階
を
透
か
し
見
な
が
ら
捉
え
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
訳
で
、こ
こ
ま
で
う
ま
く
話
が
展
開
し
て
い
く
こ
と
は
、

わ
ず
か
一
〇
数
年
前
に
は
想
像
も
で
き
な
か
っ
た
。

　

こ
の
間
に
は
「
太
平
抗
倭
図
」
の
よ
う
な
作
品
も
視
野
に
入
っ
て
き
た
。
書
画
な

い
し
美
術
的
な
価
値
観
か
ら
は
取
る
に
足
ら
な
い
作
品
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
歴
史

史
料
と
し
て
の
絵
画
と
い
う
側
面
で
は
興
味
深
い
事
例
と
い
え
る
。
こ
の
絵
は
、
も

と
も
と
は
都
市
の
中
核
と
な
る
関
帝
廟
に
「
居
場
所
」
を
持
ち
、
祭
礼
な
ど
に
際
し

て
は
多
く
の
地
域
住
民
が
目
に
す
る
も
の
で
、
そ
の
関
帝
が
起
こ
し
た
奇
跡
を
こ
の

街
の
絵
地
図
を
舞
台
と
し
て
描
き
、
都
市
の
神
話
的
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
視
覚

的
に
（
お
そ
ら
く
絵
解
き
に
伴
わ
れ
て
）
語
り
続
け
る
。
こ
う
し
た
絵
地
図
で
あ
り

縁
起
絵
で
も
あ
る
よ
う
な
、
都
市
や
地
域
の
神
話
的
物
語
を
描
い
た
「
壁
の
絵
」
は
、

知
る
限
り
で
も
日
本
や
西
欧
に
も
残
さ
れ
て
お
り
、
書
画
や
美
術
と
は
異
な
っ
た
、

歴
史
学
の
史
料
と
し
て
比
較
研
究
の
素
材
と
な
り
う
る
だ
ろ
う
。

　

二
つ
の
倭
寇
図
に
関
し
て
は
、
そ
の
原
形
の
基
本
的
な
性
格
と
な
る
「
戦
功
図
・

戦
勲
図
」
と
い
う
概
念
を
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
が
、
こ
れ
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
絵
画
は

も
と
よ
り
、
日
本
の
絵
画
で
は
「
行
事
絵
」、
お
お
よ
そ
は
パ
レ
ー
ド
を
描
い
た
行

列
の
絵
で
も
っ
て
、
出
来
事
を
顕
彰
し
歴
史
化
す
る
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
た
。
出
来

事
を
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
伝
え
る
と
い
う
よ
り
も
、
晴
れ
が
ま
し
い
歴
史
の
一
齣
と
し

て
定
義
し
な
お
す
た
め
に
絵
画
を
制
作
す
る
の
は
、
宮
廷
の
画
事
の
な
か
で
大
き
な

位
置
を
占
め
、
そ
こ
に
主
人
公
や
参
加
者
を
肖
像
画
（
似
顔
絵
）
で
描
く
こ
と
が
重

な
っ
て
く
る
。
二
つ
の
倭
寇
図
に
関
し
て
も
、
出
来
事
を
歴
史
化
す
る
絵
画
と
い
う

類
型
に
お
い
て
、
日
本
に
事
例
が
あ
り
、
中
国
に
も
ま
た
異
な
っ
た
主
題
の
作
例
が

あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
よ
り
大
き
な
文
脈
で
の
検
討
も
で
き
よ
う
。
絵
画
に
描
か
れ

た
内
容
を
、
出
来
事
の
素
朴
な
反
映
で
あ
っ
た
り
、
記
録
と
し
て
捉
え
る
の
で
な
く
、

表
現
・
表
象
と
し
て
理
解
す
る
た
め
の
基
礎
的
な
枠
組
が
、
こ
れ
ら
二
つ
の
倭
寇
図

に
つ
い
て
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

注
文
主
（
の
関
係
者
）
の
勲
功
を
誇
る
原
本
の
成
立
か
ら
、
転
用
あ
る
い
は
一
般

化
さ
れ
た
人
気
あ
る
画
題
へ
と
作
品
の
性
格
が
変
化
し
て
ゆ
く
な
か
で
、
拘
っ
て
描

く
対
象
・
内
容
に
つ
い
て
も
力
点
が
移
っ
て
ゆ
く
。
実
際
の
出
来
事
か
ら
絵
画
原
本

が
成
立
す
る
ま
で
の
距
離
、
そ
し
て
画
題
が
確
立
さ
れ
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
制
作
意

図
が
変
わ
っ
て
ゆ
く
と
い
う
重
層
的
な
関
係
を
、
現
在
の
研
究
対
象
と
な
る
遺
品
の

背
後
に
見
る
こ
と
で
、
絵
画
を
史
料
と
し
て
扱
う
こ
と
の
危
う
さ
を
、
あ
る
程
度
制

御
で
き
る
こ
と
に
も
な
る
。
倭
寇
図
が
一
つ
の
画
題
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
現
存

す
る
作
品
の
基
礎
的
な
性
格
を
お
さ
え
、
ま
さ
に
史
料
論
（
絵
画
史
料
論
）
の
ス
タ

イ
ル
で
、
新
し
い
観
点
や
素
材
を
加
え
な
が
ら
、
他
作
品
と
も
比
較
し
て
研
究
を
す

す
め
る
と
い
う
段
階
に
来
た
っ
た
の
で
、
ぜ
ひ
東
洋
史
学
の
方
々
に
も
ご
検
討
を
深

め
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。
福
田
ア
ジ
オ
氏
は
「
清
明
上
河
図
」
を
民
俗
学
的
な

観
点
か
ら
細
部
を
検
討
さ
れ
て
い
る
が
（「
画
巻
に
民
俗
を
よ
む
」
伊
原
弘
編
『「
清

明
上
河
図
」
と
徽
宗
の
時
代
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
二
年
）、
事
物
に
即
し
た
個
別

の
デ
ィ
テ
ー
ル
に
つ
い
て
、
東
洋
史
研
究
の
な
か
で
絵
画
史
料
的
に
ど
の
よ
う
な
価

値
が
あ
る
の
か
、
文
字
史
料
と
突
き
合
わ
せ
て
ど
の
レ
ベ
ル
で
再
現
的
に
表
現
さ
れ

て
い
る
の
か
、
歴
史
学
の
側
か
ら
の
研
究
課
題
と
な
る
だ
ろ
う
。
作
品
論
が
見
え
や

す
く
な
っ
た
と
こ
ろ
で
、
具
体
的
な
描
写
細
部
へ
多
く
の
研
究
者
の
方
に
さ
ま
ざ
ま

な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
し
て
い
た
だ
き
、
さ
ら
に
研
究
が
深
化
す
る
だ
ろ
う
。

�

（
藤
原
重
雄
氏
）

　
　
　
　
　

★　
　
　

★　
　
　

★

　

馬
雅
貞
氏
の
論
文
が
登
場
す
る
よ
う
に
な
る
前
提
の
成
立
、
中
国
絵
画
史
に
お
い

て
こ
の
よ
う
な
研
究
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
二
〇
〇
〇
年
以
降
で
あ
る
。
も

ち
ろ
ん
そ
れ
以
前
か
ら
研
究
者
は
そ
の
存
在
を
断
片
的
に
知
り
得
た
が
、
中
国
国
家

博
物
館
や
北
京
故
宮
博
物
院
の
作
品
が
所
蔵
品
図
録
中
、良
質
の
図
版
で
紹
介
さ
れ
、

条
件
が
揃
っ
た
の
が
そ
の
時
期
だ
か
ら
で
あ
る
。
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中
国
絵
画
は
文
人
画
を
中
心
と
し
た
文
人
に
よ
る
絵
画
史
観
に
支
え
ら
れ
、
ジ
ャ

ン
ル
に
お
い
て
も
山
水
画
を
頂
点
と
す
る
厳
然
た
る
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
が
あ
る
。
そ
も

そ
も
「
図
」
と
「
画
」
と
い
う
区
別
が
あ
っ
て
、
同
時
代
の
肖
像
画
や
当
世
風
俗
を

描
い
た
も
の
な
ど
は
「
画
」
で
は
な
く
「
図
」
で
、
絵
図
に
近
い
感
覚
で
捉
え
ら
れ

た
。
多
く
の
文
人
た
ち
は
精
神
性
を
表
現
す
る
一
つ
の
メ
デ
ィ
ア
で
あ
っ
た
絵
画
と

し
て
は
扱
わ
な
い
こ
と
に
な
る
。

　

北
京
故
宮
博
物
院
が
『
故
宮
博
物
院
蔵
文
物
珍
品
全
集
』
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
第
八

巻
『
明
清
肖
像
画
』（
商
務
印
書
館
、
二
〇
〇
八
年
）・
第
九
巻
『
明
清
風
俗
画
』（
商

務
印
書
館
、
二
〇
〇
八
年
）
が
出
版
さ
れ
た
時
は
結
構
衝
撃
的
で
、
半
分
く
ら
い
よ

く
見
た
こ
と
の
な
い
絵
が
含
ま
れ
て
い
る
状
態
だ
っ
た
。
中
国
国
家
博
物
館
の
『
中

国
国
家
博
物
館
館
蔵
文
物
研
究
叢
書
』
で
『
絵
画
巻　

歴
史
画
』（
上
海
古
籍
出
版

　

二
〇
〇
六
年
）・『
絵
画
巻　

風
俗
画
』（
上
海
古
籍
出
版
、
二
〇
〇
七
年
）
が
出

た
時
も
、そ
れ
以
前
は
紀
要
等
で
ひ
ど
い
図
版
で
紹
介
さ
れ
て
い
た
の
み
だ
っ
た
が
、

そ
れ
な
り
の
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
の
図
版
で
紹
介
さ
れ
る
こ
と
で
重
要
な
意
味
が
あ
る
と

再
認
識
さ
せ
ら
れ
た
。
つ
ま
り
、
そ
う
し
た
状
況
が
二
〇
〇
六
～
二
〇
〇
八
年
で
あ

る
。

　

台
北
故
宮
博
物
院
で
も
『
故
宮
書
画
図
録
』
と
い
う
シ
リ
ー
ズ
が
ほ
ん
の
最
近
完

結
し
た
が
、
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
従
っ
て
画
軸
が
先
で
巻
物
・
画
冊
は
出
版
さ
れ
て
き

た
。
巻
物
に
は
図
版
で
全
巻
紹
介
さ
れ
た
も
の
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
当
世
風
俗
を

描
い
た
も
の
は
私
的
な
も
の
が
多
く
、
私
的
な
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
と
し
て
は
巻
・
冊
が

中
心
で
、
そ
れ
ら
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
最
近
で
あ
る
。

　

日
本
の
絵
巻
は
も
と
も
と
古
代
中
世
の
日
本
美
術
を
代
表
す
る
も
の
と
さ
れ
て
お

り
、
複
数
の
絵
巻
物
全
集
の
出
版
に
よ
っ
て
研
究
の
土
台
と
し
て
共
有
さ
れ
、
美
術

史
学
・
歴
史
学
で
使
い
易
い
体
制
が
早
々
に
整
え
ら
れ
た
。
中
国
の
画
巻
に
つ
い
て

も
、
二
〇
〇
八
年
に
至
っ
て
や
っ
と
そ
う
い
う
ふ
う
に
な
っ
た
と
実
感
し
て
い
る
。

と
い
う
こ
と
は
、
中
国
史
に
お
い
て
絵
画
史
料
論
の
よ
う
な
形
で
展
開
す
る
余
地
は

ま
だ
大
い
に
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
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